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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社大本組 

岡山支店 

那賀川（二期）農地防災事

業 吉井大西堰撤去工事 

（徳島県阿南市十八女町大

屋地先及び加茂町大西地

先） 

１ 本工事は、一級河川那賀川に設置された吉井大西堰

を撤去するもので、長大な堰体コンクリートの取壊しにあ

たっては、民家が近く、打撃破砕による騒音発生を抑制

するため、①パワースプリッター（削孔破砕）を使用する

など、周辺環境に配慮し適切に工事を実施した。 

２ 鋼矢板による仮締切において、想定地盤より硬質であ

ったため施工進捗が伸び悩む中、②ホイル式オーガ及び

地盤情報推定システム（新技術）の導入により、鋼矢板

の施工進捗の改善が図られ、工程が遅延することなく確

実に工事を実施した。 

３ 堰撤去後の河床埋戻しにあたっては、③MG（マシンガ

イダンス）による ICT 建設機械（新技術）を使用し、作業の

効率化を図るとともにし、均平精度の向上等、適切な品

質確保に努めた。 

４ 更に、河川の水位上昇に伴う緊急時の対応として、上

流ダムの放流情報等の速やかな把握、カメラやドローン

による現場状況の監視のため、④情報システム、監視カ

メラやドローンを導入し、建設機械や作業員の的確な待

避など、現場の安全確保に努めた。 

以上のとおり、現場特性に応じた積極的な提案、周辺

環境への配慮や安全確保等に努め工事を実施したこと

は高く評価できる。 

概 要 

本工事は、国営那賀川土地改良事業計画に基

づき、吉井大西堰を撤去するものである。 

 

（主要工事） 

本体撤去工 形式 固定堰 

堰長 L=349m 

堰体 L=273m、導水路 L=76m 

 

（工  期） 

令和元年 9 月 27 日～令和 3 年 6 月 27 日 

 

（当初契約金額（税込み）） 

６５７,８００,０００円 

【施工状況等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

騒音発生を抑えた堰体コンクリート取壊し ①  ② 

③ 河川水位上昇に伴う緊急対応 

鋼矢板の施工進捗の改善 

④ ICT 施工 

パワースプリッター 
ホイル式オーガ 

MC ブルドーザによる施工 

GPS による基準高確認 

事務所からの現場監視 

現場監視カメラ 

情報端末 

地盤情報推定システム

地盤情報に基 

づく自動施工 

システム 
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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

大成建設株式

会社 

中国支店 

児島湾沿岸農地防災事業 

排水樋門作業ヤード整備工事 

 

（岡山県岡山市南区築港栄町地内） 

１．飛行場に近接した現場であることから、綿

密な工程計画を樹立し、支持杭の打設工は航空

機の離発着が無い夜間の限られた作業時間帯に

もかかわらず、的確な工程管理により 30.2%(4

週 8休 28.5%）の休日を確保するとともに、工

期内に確実に完成させた。 

２．社会情勢の変化から工事用材料（鋼材）の

調達が非常に困難な時期であったが、受注者の

企業努力と調達網により各地から分散調達し、

円滑な資材調達に取り組んだ。 

３．材料検収及び出来形確認については、遠隔

確認システムを積極的に導入し、施工管理の効

率化を図るとともに、新型コロナ感染拡大防止

の対策に取り組んだ。 

４．住宅地に近接した現場であるため、夜間作

業では防音シート設置するとともに、騒音・振

動調査を実施するなど住民対策に努めたことに

より、苦情も無く完成した。 

また、現場に近接する漁港の動態観測を実施

するなど、周辺施設の保全に努めた。 

 以上のとおり、適切に現場条件を把握し、工

程調整や創意工夫を図りながら、工期内に品質

の高い工事を実施したことを高く評価し、優良

工事として推薦するものである。 

概 要 

本工事は、児島湾沿岸農地防災事業に基づき、排水

樋門耐震化対策工事実施のために必要な作業ヤード

整備工事を行うものである。 

（主要工事） 

（１）ヤード整備工 A=7,826m2（91.0m×86.0m） 

（２）桟橋工 A=1,120m2（70.0m×16.0m） 

覆工板 A=1,120m2 

支持杭（Ｈ形鋼） 108 本（H=26.0m） 

（３）乗込桟橋工 A=368m2 

覆工板 A=368m2 

支持杭（Ｈ形鋼） 85 本（H=25.5m） 

（工  期） 

令和３年 10 月 19 日～令和４年３月 27日 

（当初契約金額(税込み）） 

264,396,000 円 

【施工状況等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠隔確認状況（材料検収、出来形確認） 

工事の位置関係（飛行場等が近接） 

騒音振動対策状況（防音シート設置） 

夜間施工状況（杭打設） 

夜間騒音調査状況 

工事箇所 

住宅地 

漁港施設 

飛行場 

周辺施設への対応状況（動態観測） 

※写真奥が工事箇所 
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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

昭和開発工業

株式会社 

宍道湖西岸農地整備事業 

灘分団地区画整理（出島１工区）工事 

 

（島根県出雲市出島町地内他） 

１．整地工の施工精度及び作業効率の向上 
 反転均平工法（土の天地返しによる基盤造
成）における異なる反転耕起深に対して「全
自動レーザーシステム」を導入し、プラウの
耕起深を自動調節することで、反転耕起の施
工精度と作業効率の向上を図った。 

２．自動運転停止機能付き排水ポンプの導入 
 干拓地であり、宍道湖水位に連動し地下水
位が変化する現場条件に対して、発電機の自
動制御装置を導入し、効率的な排水ポンプの
運転を行うことで環境への負荷軽減に取り組
んだ。 

３．石礫除去の効率化 
 作土層に混入していた石礫を効率良く取り
除くために、大型の除礫専用バケットを導入
し、除礫作業の効率化と確実性を確保した。 
 翌年の農作業において石礫に関する苦情は
無く、営農者からの評価も高かった。 

４．自転車道の美化活動 
  工事区域に隣接する出雲路自転車道におい
て、路肩部の除草作業を行い、見晴らしの良
い出雲平野でのサイクリングを楽しめる環境
づくりに寄与した。 

以上のとおり、現場条件への適切な対応を積極
的に提案し、作業の効率化を図りながら、環境
に配慮し的確に工事を実施したことを高く評価
し、優良工事として推薦するものである。 

概 要 

本工事は、国営宍道湖西岸農地整備事業計画に基づ

き、灘分団地の区画整理工事を行うものである。 

（主要工事） 

（１）整地工    A=5.19ha 

（２）排水路工   L=465ｍ 

（３）道路工    L=236ｍ 

（４）付帯工    １式 

（工  期） 

令和３年６月 18 日～令和４年３月 30 日 

（当初契約金額(税込み）） 

  ５５，０００,０００円 

【施工状況等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

                                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

 

大型の除礫専用バケットによる除礫 自転車道の除草作業状況 

発電機自動運転制御盤の導入 

全自動レーザーシステムの導入 
プラウ＋レーザーレベラー 

による反転耕起 レーザーレベラーによる仕上げ整地  

自動運転停止機能付き発電機の導入 排水路の仮締切りと排水ポンプの設置 

←プラウ 

←除礫専用バケット 

排水路 

排水ﾎﾞﾝﾌﾟ→ 

除去された石レキ 

←   20cm   → 
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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

日立建設株式

会社 

南周防農地整備事業 

伊保庄第２団地区画整理（その３）工

事 

（山口県柳井市伊保庄地内） 

１．中山間地域の点在する農地において、①２
工区に分かれ作業に制約がある中で、現場に
適合した小型建設機械を使い、現地状況に応
じたきめ細かな施工に努め、ほ場の均平精度
向上等、適切な品質確保に努めた。 

２．耕作放棄地再生工において、竹が繁茂し根
の密集により表土の集積が困難であったが、
受注者の提案により②スケルトンバケットを
導入し、根と表土を分離できたことにより、
整備後の表土の確保が可能となった。 

３．本工事の施工区域周辺は谷地形が多く、基
盤の切盛作業時に予期せぬ湧水が出現した
が、③受注者の的確な提案による湧水処理に
より、基盤整地における品質向上が図られた。 

４．④現場に隣接する里道の土砂撤去を行うな
ど、積極的に地域とのコミュニケーション確
保に努めた。 
以上のとおり、現場条件に応じた積極的な

提案等、また、地域とのコミュニケーション
を図りながら、的確に工事を実施したことを
高く評価し、優良工事として推薦するもので
ある。 

概 要 

本工事は、国営南周防農地整備事業計画に基づき、

伊保庄第２団地における区画整理工事及び伊保庄第

１団地の整備工を行うものである。 

（主要工事） 

（１）整地工  Ａ＝1.90ha 

（２）水路工  Ｌ＝1,199ｍ 

（３）支線道路工   Ｌ＝ 856ｍ 

（４）整備工         １式 

（工  期） 

令和３年４月２０日～令和４年１月２９日 

（当初契約金額(税込み）） 

  １２１，３８５、０００円(税込) 

【施工状況等】 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

  

 

 

 

 

 

 
 

                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事着手前（㊨５工区、㊧６工区 UAV による撮影） 

②スケルトンバケットによる竹根と表土の分離 

③湧水処理施工状況 ④里道の土砂撤去 

工事完成（㊨５工区、㊧６工区 UAV による撮影） 

①ほ場均平度の施工管理図 
設計値と測定値の差
（中央折線）が規格
値 50%以内、バラツキ
が少なく適切に品質
管理 

スケルトンバケット 

工事着手前 工事完成 

湧水処理 

（暗渠排水設置） 

湧水処理( 施工管理) 里道 

規格値 規格値 
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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社大和

鉄工所 

寺間施設応急対策事業 

寺間排水機場流入ゲート改修工事 

（岡山県笠岡市カブト西町地内） 

本工事は、大規模干拓地の既設排水機場の流
入ゲート設備の改修を行うもので、施設改修に
あたっては、排水機場の運用に影響のないよう
的確な工事工程管理、将来に向けた維持管理の
軽減や日常点検等における安全対策の向上が求
められた。 
流入樋門改修（別件コンクリート工事）と施

工箇所が重複することから、常に工程調整を行
いながら、的確に工事工程を管理し、排水機場
の運用に影響することなく、工期内に確実に完
了した。 
①流入ゲートは、点検作業時に座屈防止金具（ラ
ック棒の歪みを防止する金具）を取り外す必要
があるが、更新においては、取り外し作業労力
の軽減の観点から、金具 1個構造（発注仕様）
から２個分割式の構造に変更する提案がなさ
れ、将来の維持管理の軽減に繋がった。 
②ゲート操作盤における、動作切り替え誤操作
防止の観点から、鍵付き切替釦に変更する提案
がなされ、事前の操作事故防止対策が図られた。 
③また、ゲート操作盤周辺の屋外配管を覆うカ
バー類の設置提案がなされ、事前の転倒防止対
策が図られた。 
④更に、ゲート開閉機設置付近には、既存手摺
や開口部、下流側にはポンプの吸込口があるこ
とから、施工時における工具類の落下を防止す
るため、ネットの設置提案がなされ、事前の落
下防止対策が図られた。 
以上のとおり、的確な工程管理、現況施設を

把握した積極的な提案がなされるなど、的確に
工事を実施したことを高く評価し、優良工事と
して推薦するものである。 

概 要 

本工事は、国営寺間土地改良事業計画に基づき、寺

間排水機場の流入ゲート設備の改修工事を行うもの

である。 

（主要工事） 

（１）流入ゲート設備 

1）鋼製ローラーゲート ４門 

（純径間 5.5ｍ×有効高 2.3ｍ） 

扉体（補修）、戸当り（更新）、開閉機（更新） 

2）操作設備 １面 

 機側操作盤（更新） 

3）鋼製付属設備 １式（更新） 

4）電気設備 １式（更新） 

（２）ポンプ設備 

  1）縦軸斜流ポンプφ700ｍｍ １台（補修） 

（工  期） 

令和２年 10 月１日～令和３年６月 17 日 

（当初契約金額(税込み）） 

  84,040,000 円 

【施工状況等】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 維持管理軽減対策 

④ 落下防止対策 ④ 落下防止対策 ③ 転倒防止対策 

③ 転倒防止対策 ② 誤操作防止対策 

拡大 

拡大 拡大 

ネット設置 

ネット設置 

屋外配管を覆うカバー設置 

屋外配管を覆うカバー設置 

鍵付き切替釦 

座屈防止金具２分割構造 
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＜工事＞ 

受注者名 
工事名 

（施工場所） 
表彰理由 

三菱電機株式

会社 

四国支社 

防災情報ネットワーク事業 

吉野川北岸地区水管理施設改修工事 

徳島県三好市、美馬市、阿波市、 

三好郡東みよし町、板野郡上板町、 

板野町地内 

１ 施工管理にあたり、社内基準値を設定する
とともに、改修対象施設の更新機器据付にお
いては、機器毎に管理記録を取りまとめると
ともに、管理記録には図面やポンチ絵により、
将来、施設管理者の担当者が代わっても、何処
の施設の記録が容易にわかるよう工夫した整
理がなされ、今後の維持管理労力の軽減が図
られた。 

２ 工事で使用した民間用地が不法投棄等に苦
慮していることから、受注者の提案により、新
たに看板を設置するなど、地域とのコミュニ
ケーション等、積極的に取り組まれた。 

３ 改修機器据付時には、幹線用水路の通水を
７日程度停止するため、その間の用水確保対
策として、給水車による補給活動等、積極的に
取り組まれた。 

４ 改修対象施設以外の機器等について、経年
劣化により表面劣化が進んでいたため、受注
者の提案により再塗装等、積極的に取り組ま
れた。 
以上のとおり、将来の維持管理を見据えた施

工管理記録の工夫、施工条件に応じた提案と積
極的な対応、また、地域とのコミュニケーション
の取り組みなど、的確に工事を実施したことを
高く評価し、優良工事として推薦するものであ
る。 

概 要 

本工事は、国営造成施設である吉野川北岸地区の水
管理施設について、老朽化対策として非常時において
も機能が確保されるよう、中央管理所１箇所と幹線用
水路（延長 69㎞）沿いに点在する 22 箇所の子局を対
象に整備を行うものである。 
（主要工事） 

○中央管理所    １局 
情報処理設備、監視操作設備、情報伝送設備、 
ＣＣＴＶ設備、電源設備 

○子   局   22 局 
情報伝送設備、ＣＣＴＶ設備、電源設備、 
計測設備、局舎設備 

（工  期） 

令和３年２月 20 日～令和４年３月 26 日 

（当初契約金額(税込み）） 

  ４５６，１７０,０００円 

【施工状況等】 

 

 

工事現場 

中央管理所 1局 

子局 22局 

位 置 図 

農業用水補給のために 

配置した給水車 

再塗装した計器盤 

整

備

前 

整

備

後 
設
置
し
た
看
板 

工
事
使
用
用
地
に 

図面やポンチ絵によりわかり易く整理した管理表 

整備状況 

整備後 

整備状況 

中央管理所 
入出力処理装置 

管理記録 ポンチ絵 
ポンチ絵 

小川谷量水工 
局舎 架台 
管理記録 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社ウ

エスコ 

愛媛事務所 

令和３年度道前平野農地整備事

業環境配慮検討（その３）業務 

（愛媛県西条市北条、安用、周布、

丹原町田野上方地内） 

国営農地再編の実施にあたり、環境配慮について幅
広く地域に啓発するため、環境啓発活動の実施、環
境配慮ワークショップ等を通じ、多くの地域住民が
参加し環境配慮に理解を深めることが重要となる。 
①環境啓発活動の実施にあたり、受注者からの提案
により、地域住民が３世代で楽しめる体験型プログ
ラムとして「生きもの観察会」を企画。 

観察会当日は、独自に作成した下敷（道前平野地
区の田んぼ周辺の生きもの）の配布や環境保全に精
通している「NPO 法人西条自然学校」を講師に招くな
どの工夫により、実施した 2団地では、30名以上の
親子や地域住民の参加があった。 
②環境配慮ワークショップの開催にあたり、受注者
からの提案により、参加者が身近で取り組みやすい
「生態系保全と農業の関わり」を企画。 

関係機関(県・市)や地域住民を含め約 20 名の参加
があり、生態系保全と農業の関わりについて分かり
やすく解説するとともに、環境配慮対策等について
意見交換を行った。意見交換では、参加者全員が意
見交換しやすいよう少人数型の座談会方式と雰囲気
作りなどの工夫により、ワークショップ開催後のア
ンケート結果では非常に好評であった。 
 

以上のとおり、環境配慮の啓発とその取り組みにあ
たっての課題を的確に把握し、豊富な経験に基づき、
適切な企画立案、実施運営など高く評価し、優良業務
として推薦するものである。 

概 要 

本業務は、道前平野農地整備事業の計画団地

において、環境配慮計画に基づき、環境配慮方策

について、地域との合意形成を図り、具体化の検

討に資する現地調査及び普及啓発の支援作業を

行うものである。 

（作業内容） 

・計画準備           １式 

・工事前モニタリング調査    ２団地 

・環境啓発活動の実施      ２団地 

・環境配慮ワークショップの開催 ２団地 

・工事前生物保護移動の実施   ２箇所 

・報告書とりまとめ         １式 

（工  期） 

令和３年６月 30 日～令和４年２月 24 日 

（当初契約金額(税込み）） 

  １５,７１９,０００円 

【施工状況等】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップアンケート結果 
参加者全員が「参加してよかった」と評価 

下敷を作成し配布 
「道前平野地区の田んぼ周辺の生きもの」 

環境配慮ワークショップ開催状況 

  検討結果を前に記念撮影   地域住民による発表の様子 

生きもの観察会開催状況 

検温（新型コロナ感染症対策） 

生きもの採取状況 

20 種類以上の生きものを確認

生きもの解説の様子 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

キタイ設計

株式会社 

令和３年度全体実施設計 

道前道後用水地区第二放水工

地質調査業務 

（愛媛県東温市明河地内） 

本地質調査業務は、第二発電所放水工の改修計画策定
において、周辺地すべり状況を的確に把握し、全体実施
設計に反映させることが求められる重要な業務であっ
た。業務実施にあたり、綿密に検討した業務フローに基
づき、受発注者間の緊密な連絡調整、意思疎通を図りな
がら以下の取り組みにより的確に業務を実施した。 
①地すべりに影響を与える地下水流道層の情報をより正
確に把握するため、受注者からの提案による多点温度
検層に基づき、適切な観測位置を設定。 

②現地作業の効率化と収集データ処理の時間短縮のた
め、受注者からの提案による現地スペースを確保する
ことにより、コア観察の迅速化が図られた。また、管
理技術者の駐在により、現場条件に応じた適切な作業
指示により、丁寧なコア採取に取り組んだ。 

③急傾斜地におけるボーリング作業のため、作業員の安
全対策はもとより、機器からのオイル流出防止策（作
業点検、オイル吸着マットの常備、立木保護）など、
周辺環境の保全に積極的に取り組んだ。 

④既往調査結果に今回の調査成果を加味し、今後の調
査・検討などにおける留意点を引き継ぎ事項として、
分かりやすく取りまとめた。 

⑤経験豊富な技術者を配置するとともに、照査技術者を
独自に配置し、各段階において照査を実施し、成果品
の品質確保に取り組んだ。 
以上のとおり、的確な現地調査の実施と品質確保に取

り組むとともに、今後の留意点の取りまとめなど、業務
内容が優れていることを高く評価し、優良業務として推
薦するものである。 

概 要 

本業務は、国営かんがい排水事業「道前道

後平野地区」において造成された第二発電所

放水工の全体実施設計を行うにあたり必要

となる地質調査を行うものである。 

（作業内容） 

 （１）ボーリング調査      １式 

（２）原位置試験        １式 

（３）室内土質試験       １式 

（４）地下水位観測施設設置   １式 

（５）孔内傾斜計観測孔設置   １式 

（６）ボーリング調査解析    １式 

 

（工期） 

 令和３年 10月 22 日～令和４年３月 25 日 

 

（当初契約金額(税込み)） 

 １５，９５０，０００円 

【施工状況等】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                  

 

 

 

 

 

 

①多点温度検層（温度復元率） ②現地スペースによる効率化 

④引き継ぎ等の整理 

③オイル流出防止 

⑤照査の実施 

①多点温度検層（観測状況） 

③立木保護 

マットによる 
立木養生 

オイル吸着 
マットの設置 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社三

祐コンサル

タンツ 

岡山支店 

令和 3 年度 国営造成施設水

利管理事業（大山山麓地区） 

河川協議図書作成業務 

（鳥取県米子市地内他） 

飛砂防止のために必要となる栽培管理用水を水利権と

して確保することが求められており、課題解決に向け受

注者から以下の積極的な取り組みや提案がなされた。 

 

１．飛砂の発生する諸条件を調査する現地試験の実施に

あたり、受注者は限られたデータ収集可能期間を最大限

利用するため、契約後速やかに観測体制を整えるととも

に各種観測計器を設置し、観測記録の収集に積極的に取

り組んだ。 

２．観測終了後、速やかな解析作業に繋がるよう、現地

観測作業と並行しつつ過年度観測データを含め、適切な

成果が得られるよう検討・整理に取り組んだ。 

３．地元関係者への聞き取り、観測データの解析から、

潅水による飛砂防止の必要性、定量的な必要水量等につ

いて、受注者から提案がなされるとともに、学識経験者

からの意見聴取を行うなど、適切な業務成果の確保と品

質管理が図られた。 

４．河川協議図書の作成においては、飛砂防止のための

必要水量を 10月～4月に考慮した取水パターンを作成す

るなど、上記の取りまとめを協議図書に的確に反映した。 

 

以上のとおり、飛砂防止用水の必要水量を定量化し論

理的に説明可能な河川協議図書として作成したことを高

く評価し、優良業務として推薦するものである 

概 要 

国営総合農地開発事業「大山山麓地区」の

白浜地区における砂地土壌での営農では、か

ねてより飛砂による農業被害が報告されて

いる。このため、飛砂防止のために必要とな

る栽培管理用水を水利権として確保するこ

とが課題となっている。本業務は、現地試験

結果を踏まえた必要水量の定量化を行うと

ともに、これを考慮した河川協議図書を作成

するものである。 

（作業内容） 

１ 河川協議図書の作成 

・河川協議図書の作成    １式 

２ 現地調査作業 

・現場試験         １式 

（工期） 

令和 3年 4月 9日～令和 4年 3月 14 日 

（当初契約金額(税込み）） 

  １２，２１０，０００円 

【施工状況等】 
 

 

 
 
 

 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

取
水

量
(m

3/
s)

大山山麓地区用水計算結果の対比（現行水利権、変更水利権）

現行水利権量 変更水利権量 現行雨なし用水量 変更雨なし用水量

10/1～11/10 0.093m3/s

3/11～4/30 0.091m3/s1/1～3/10 0.072m3/s 11/11～12/31 0.072m3/s

5/1～9/30 0.930m3/s

10/1～11/10 0.065m3/s

3/11～4/30 0.045m3/s1/1～3/10 0.024m3/s 11/11～12/31 0.024m3/s

5/1～9/30 1.032m3/s

白浜地区の飛砂発生状況 白浜地区現場試験において設置した観測機器例(左：気象観測機器、右：飛砂捕集器) 

土壌水分移動解析に基づく飛砂抑制効果継続時間の推定 現場試験結果整理例(左：風速と飛砂の関係、右：降水量と飛砂の関係) 

学識経験者からの意見聴取 河川協議における取水パターン 

飛砂防止必要水量(最大:0.065m3/s) 

10 月～4 月(飛砂発生期間)に考慮 

した取水パターンを作成 

飛砂発生は風速 8m/s 以上かつ日降水量 5mm 未満 

かん水を行った場合の飛砂抑制効果継続時間は約 7 時間 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社ジ

ルコ 

中国四国事

務所 

吉野川北岸二期農業水利事業 

西ノ池揚水機場改修実施設計業務 

（徳島県三好郡東みよし町地内） 

本業務は、吉野川北岸用水幹線水路からポンプア
ップし受益地に用水を供給する西ノ池揚水機場につ
いて、供用開始から 35年を経過し年間運転時間（年
平均 1,060hr）も長く、その現状を踏まえた施設機能
診断調査、施設設計等を行うものである。 

 
①過年度資料等の把握、施設管理者へ補修履歴や管
理状況等の聞き取りに加え、ポンプ内部診断や潤滑
油調査など施設の状態を詳細に把握することによ
り、的確にポンプの整備仕様の決定がなされ、施設
設計に反映された。 
 
②電気設備の詳細診断の提案がなされ、電気盤単位
や機器単位での詳細な評価を行うとともに、電動機
の比較更新による負荷量の変化を考慮し、的確に電
気設備の機器仕様の決定がなされ、施設設計に反映
された。 
 
③長期コスト縮減の観点から、ポンプ主要材の長寿
命材による更新、ポンプ制御回路方式の検討等を行
うとともに、安全対策においては、電動機の大型化
による通路移動を確保するための手摺りやステップ
の工夫、工事実施に際しての留意事項等の取りまと
めなど、きめ細かく適切な対応がなされた。 
 

上記のとおり、課題を的確に把握し、高い技術力
と豊富な経験から的確かつ実効性のある業務内容に
加え、業務課程における適切な提案を高く評価し優
良業務として推薦するものである。 

概 要 

本業務は、吉野川北岸二期農業水利事業の一

環として改修を行う西ノ池揚水機場について、

工事実施に必要な実施設計及び機能診断を行う

ものである。 

（作業内容） 

・現地調査（概略診断調査）    １式 

・概略診断（機能診断評価の更新） １式 

・機能保全対策の更新        １式 

・実施設計            １式 

（工  期） 

令和３年８月２３日～令和４年３月２５日 

（当初契約金額(税込み）） 

  １４，３００,０００円 

【施工状況等】 
 

 
 

潤滑油調査（機器から抜き取り） 施設診断状況 ポンプ内部診断（取り外し） 

ポンプ内部診断（分解調査） ポンプ内部診断（据え付け） 詳細診断（電気盤:地絡継電器試験） 

詳細診断（電気盤:過電流継電器動作不良） 電動機の大型化と通路移動確保 

電動機の大型化 

手摺りの変更 

ステップの設置 

安全施設対策の工夫 

安全施設対策の工夫 

（通路移動確保） 
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＜業務＞ 

 

受注者名 
業務名 

（実施場所） 
表彰理由 

株式会社チェ

リーコンサル

タント 

令和３年度国営造成水利施設ストックマ

ネジメント推進事業 

香川用水地区施設機能診断調査他業務 

（香川県さぬき市大川町地内） 

１．無水撃チェッキ弁の作動状況確認に当たって、

振動計、水位計等の調査機器を複数設置して同時

に観測する必要があった。このため、電波時計を

併設したビデオカメラの撮影、映像音と時刻を確認

し、施設ごとに正確な弁閉塞想定時刻と流水音停

止時刻をデータとして利用する水理解析モデル構

築について提案がなされた。 

２．調査期間が非かんがい期の通水停止までに限

定される中、当該区間にある全１６カ所の空気弁工

の内空高、補修弁作動状況等を確認するとともに

測定のための管材の製作・据付等を考慮した最適

な調査機器配置計画について提案がなされた。 

３．作業に伴い市道の通行止めが必要となること

から、事前に周辺の道路使用状況と迂回路を調査

し、スクールバスの運行ルート調整、通行止めによ

り支障が生じる企業への協力依頼等、時間が無い

中、適切な対応がなされた。 

以上のとおり、高度な専門知識と細部まで配慮

の行き届いた的確な提案及び時間的な制限があ

る中での適切な調整等、業務内容が優れていたこ

とを高く評価し、優良業務の受注者として推薦する

ものである。 

概 要 

本業務は、国営香川用水土地改良事業により造成さ

れたポンプ圧送系パイプライン区間に設置された無水撃

チェッキ弁※（φ600mm、４基）の水撃圧低減効果の定量

的な把握等を目的とするものである。 

作業は、無水撃チェッキ弁の作動状況を確認するた

め、運転中のポンプを急停止させ、区間内に設置した圧

力計、振動計等の数値の変化を秒単位で計測し、得られ

たデータを基に水理解析モデルを構築して実施するもの

である。 ※チェッキ弁＝逆止弁 

（作業内容） 

・管内圧力計測等作業 １式 

・水理解析等作業    １式 

（工   期） 

令和３年９月３日～令和４年３月１１日 

（当初契約金額（税込み）） 

１９，９１０，０００円 

【実施状況等】 

 

水位測定カ所② 

東部幹線揚水機場 

圧力測定カ所② 

圧力測定カ所③ 

圧力測定カ所① 

水位測定カ所① 

振動測定カ所① 

１号無水撃 

チェッキ弁 

圧力測定カ所④ 振動測定カ所② 

２号無水撃 

チェッキ弁 

振動測定カ所③ 

３号無水撃 

チェッキ弁 

振動測定カ所④ 

４号無水撃 

チェッキ弁 

圧力測定カ所⑤ 

宗延吐水槽 

奥谷ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 

圧力計設置標準図 

電波時計 

音聴棒を 
取り付けた 
ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ 

無水撃チェッキ弁 

振動計 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

内外エンジ

ニアリング

株式会社 

吉井川農業水利事業 

新田原井堰整備計画検討業務 

（岡山県和気郡和気町田原上

地内） 

本業務は、一級河川に存する新田原井堰の堰柱の耐震

性能の評価とその結果に応じた耐震対策工法や仕様の

選定と併せて、貯水機能を有する本井堰の運用・管理を

踏まえた施工計画を総合的に検討する必要があった。 

１．耐震対策工法の選定では、一般に鉄筋コンクリート

巻立て工法、鉄板巻立て工法が挙げられるが、部材厚

や重量の増加を抑える補強工法として補強鉄筋埋込

み工法（AT-P 工法等）、せん断補強鉄筋挿入工法（RMA

工法等）等を加えて、比較検討した。 

２．対策効果の確認では、堰柱、堰柱基礎は、相互に地

震の荷重が伝達されるため、補強後の構造計算におい

て、補強による影響で他の部材に性能不足が生じない

よう堰柱状況を考慮した解析モデルを作成し、対策仕

様を検討した。 

３．仮設・施工計画においては、施工期間が非出水期の

約７ヶ月に限定されることから、既設の補修用ゲート

を上流に移設する仮締切工を立案し、台船搬入・設置

による複数年の転用施工を検討した。 

以上のとおり、新田原井堰の状況を理解した上で、高度

な専門知識及び専門技術の基に、耐震対策工法の選定、

対策効果の確認、仮設・施工計画が作成されたことは高

く評価でき、優良業務として推薦するものである。 

概 要 

本業務は、国営吉井川土地改良事業計画に基

づき、改修を行う新田原井堰の整備計画を検討

する業務である。 

（作業内容） 

耐震性能照査（堰柱）４基 

耐震性能の評価   １式 

耐震対策の概略設計 １式 

（工期） 

令和３年 10 月７日～令和４年３月 15 日 

（当初契約金額（税込み）） 

41,140,000 円 

【設計状況等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EL18.41

EL14.61

既設予備ｹﾞｰﾄ　箱抜き部（二次コン）

EL22.61 既
設
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備

ゲ
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高

扉体（既設利用）
鋼製止水板（新設）

扉体（新設 ）

支柱（新設）

斜材（新設）

ターンバックル（新設）

支柱台座（既設）

斜材台座（新設）
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70

0

EL 27.11
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20
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10
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図 10.7 標準断面図 

堰柱 

堰柱断面図 堰柱の補強仕様 

補修用ゲートを活用した仮締切工法（断面図） 

補修用ゲート 

補修用ゲートを活用した仮締切工法（平面図）イメージ 

補修用ゲート 

堰柱取付部 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

若鈴コンサ

ルタンツ株

式会社 

岡山事務所 

令和 3年度国営造成水利施設

ストックマネジメント推進事

業（横田地区）支線水路他機

能診断業務 

（島根県仁多郡奥出雲町及び

益田市地内） 

１．横田地区の管水路の診断調査においては、受注者の
提案により、多点相関法（漏水地点で発生する振動波
(振動音)をセンサーで捉えて解析）の補完として路面
音聴調査（漏水探知器による一定間隔での音聴）を実
施するなど、現地状況を的確に把握し、精度の高い調
査成果を取りまとめた。 

２．益田地区の水管橋の診断調査においては、調査中に
確認された鋼管減肉箇所について、受注者による速や
かな応急対応がなされ、不測の事態の発生を未然に防
止することができた。 

３．施設管理者である奥出雲町土地改良区（横田地区）、
益田市土地改良区（益田地区）について、機能診断に
係る問診調査や現地踏査にあたり、分かりやすい説明
や丁寧な聞き取りなどにより、日常管理や施設点検に
おける課題など、適切な取りまとめがなされた。 

４．発注者が開催した施設管理者への結果説明会につい
て、受注者から積極的な参加申し出がなされ、施設管
理者からの技術的な質問について、的確かつ丁寧な補
足説明を行い、施設管理者との関係強化に寄与した。 

以上のとおり、現状の課題を的確に把握するとともに、

臨機な応急対応、高い技術力と豊富な経験による的確な

業務成果を高く評価し、優良業務として推薦するもので

ある。 

概 要 

本業務は、横田開拓建設事業及び益田開

拓建設事業において造成された施設の機能

診断調査を行うとともに、施設の機能保全に

必要な対策方法等を含めた機能保全計画の

策定を行うものである。 

（作業内容） 

・機能診断作業       １式 

・現地調査作業           １式 

（工  期） 

令和３年７月２９日～令和４年３月１５日 

（当初契約金額(税込み）） 

  ４２，９００,０００円 

【施工状況等】 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

業務位置図（横田地区） 業務位置図（益田地区：高津川派川水管橋） 

横田地区 

＜応急対応を行った水管橋＞ 

益田地区 

応急対応作業状況 

出席者：奥出雲町土地改良区 
   島根県、奥出雲町 
  受注者、発注者 

＜多点相関法(標準調査)＞ ＜路面音聴調査(補完調査)＞ 

調査状況 

調査状況 
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